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2022年10月期通期業績予想の修正に関するお知らせに関する想定Ｑ＆Ａ 

 
本日付けで開示いたしました「2022年10月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」につき想定Ｑ

＆Ａを作成いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

 

 

コロナ・オミクロン株による感染波は感染者数の絶対数が非常に多かった事から、お客様側の事情

のみならず、当社スタイリスト側の各種事情（スタイリスト並びに同ご家族の感染、保育・教育機関

の閉鎖等）により店舗運営体制にも大きな影響が発生いたしました。結果として第１四半期ついては

当初計画を大幅に下回る結果となってしまい、第２四半期についてもネガティブな影響が残っている

状況であります。加えて、出店環境の悪化から新規出店に関しても計画に対して遅れが発生いたしま

した。 

まん延防止等重点措置が解除され、４月以降は回復基調にあることは確認できているものの、上期

の予算との乖離を下期でカバーするのは困難と判断し、今回の通期着地見込みの下方修正に至ったも

のです。 

 

 

 

 

以下の通り見込んでおり、スタイリストあたり客数の計画を大きく下方修正しております。 

加えて、FCの店舗純増数を20減少させ、直営を含めた店舗の純増数は合計で130に変更しております。 

 
 

 

 

 

修正計画につき、主要KPIはどのように見込んでいるのでしょうか？ 

今回の下方修正の要因を教えてください。 



また、より詳細な４半期毎のKPIは以下の通り見込んでおります。特に、今回業績修正の主要因とな

った「スタイリスト当たり顧客数」について、下期も新型コロナウイルスが上期の水準からほぼ回復

しない前提で策定しております（４Ｑは昨対＋1％としておりますが、2021年10月期の４Ｑはデルタ

株最盛期のタイミングであったため）。 

 
（注）2022年10月期は１Ｑ及び２Ｑは実績値、３Ｑ及び４Ｑは予想値であります。 

 

 

 

 

以下の通り見込んでおります。 

 

第１四半期（実績）：売上 2,700百万円 / 営業利益 194百万円 

第２四半期（実績）：売上 2,973百万円 / 営業利益 311百万円 

第３四半期（計画）：売上 3,159百万円 / 営業利益 419百万円 

第４四半期（計画）：売上 3,198百万円 / 営業利益 387百万円 

尚、第３四半期の営業利益は、四半期利益ベースで過去最高となる見込みです。また、株主優待導

入に伴う引当金計上費用は第４四半期に35百万円を見込んでおります。 

 

 

 

 

今期、株主優待導入に伴い引当金を計上する見込みですが、その費用は前述の通り35百万円程度と見

込んでおります。当社の利益水準を鑑みると十分継続可能な費用水準であると認識しております。 

 

 

 

 

来期以降も安定的にキャッシュを創出し続けることが可能であると認識しており、配当予想の修正は

不要であると理解しております。 

 

 

 

 

当該株式取得が2022年10月期業績に与える影響は軽微であるため、織り込んでおりません。一方で翌

期である2023年10月期においては売上収益で37億円程度、営業利益で1.4億円程度、EBITDAで2.9億円

程度の増加インパクトを見込んでおります。 

以 上 

株主優待導入費用が一定程度販管費増に繋がっているということですが 

継続は可能なのでしょうか？ 

修正計画につき、４半期毎でのPLはどのように見込んでいるのでしょうか？ 

今回の業績下方修正により、配当予想（１株あたり28.07円）は修正しないのでしょうか？ 

2022年6月14日付開示の「当社連結子会社による株式取得（孫会社化）に向けた基本合意書締結

のお知らせ」による影響は織り込まれているのでしょうか？ 


